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マイ・タイムラインについて

① マイ・タイムラインとは
「マイ・タイムライン」は市民の皆さん一人ひとりが、台風の接近などによって河川の水
位が上昇する時に、自分自身がとる標準的な防災行動を予め時系列的に整理し、とりまとめ
たものです。 
予め整理しておくことで、時間的な制約が厳しい洪水発生時に、行動のチェックリストと
して、また判断のサポートツールとして、効果を発揮します。 
しかし、洪水は自然現象であるため、マイ・タイムラインがあれば常に安全ということで
はなく、その都度、台風・降雨・河川の状況等を考慮して判断しなければならないことにも
留意しておく必要があります。マイ・タイムラインに盛り込んだ防災行動で台風・降雨・河
川の状況等が把握できるのかを知っておくことも重要です。 
検討の過程で、市民の皆さん一人ひとりが、自分自身に合った避難に必要な情報・判断・
行動を把握し、マイ・タイムライン作成時には、いわば「自分の逃げ方」を手に入れられる
ように取り組みます。

② マイ・タイムラインノートとは
マイ・タイムラインの検討は、「マイ・タイムラインノート」に沿って行います。 
ノートでは、地形の特徴や過去の洪水といった自宅周辺のリスク、洪水発生時に得られる
情報などのマイ・タイムラインの検討に当たって抑えておくべき情報を「知る」ことから始
め、そこから「気づく」ことや自分自身に置き換えて「考える」ことを記入していくことで、
洪水発生時に自分自身がとるべき防災行動を整理していきます。整理した防災行動を時系列
的にとりまとめることで、自分自身のマイ・タイムラインが作成できます。 
ノートは以下の 3つの考え方で構成しています。 

Ⅰ．「知 る」：マイ・タイムラインの検討に当たって抑えておくべき情報を記載しており
ます。メモ欄には、初めて知ったことや驚いたこと、大切だと思ったこと
を記入してください。 

Ⅱ．「気づく」：「知る」を通じて得られた知識やメモした事柄を踏まえ、感じたことを記入 
してください。 

Ⅲ．「考える」：「知る」や「気づく」を踏まえ、自分自身の自宅の状況や家族の構成に置き 
換えて、安全に避難するために必要と考えることを記入してください。 

③ マイ・タイムラインの作成後
今回検討するマイ・タイムラインは基礎的なものであり、洪水が発生する時間帯などによ
ってはさらに早めの避難が必要になるなど、実際の洪水時を想定した応用動作が必要になり
ます。今後、家族や地域で話し合うなど検討し、防災行動を追加していきましょう。 
また、マイ・タイムラインは、一度作ったらおしまいというものではなく、自分自身の置
かれている環境の変化に応じて変更していくことが望ましいものです。例えば、家族が増え
たとき、職場や学校が変わったときなど、あらためてノートを見直して、必要な防災行動を
整理していきましょう。 
万が一、洪水が発生した場合に備えて、マイ・タイムラインを活用し、逃げ遅れゼロに向
けてさらなる地域の取り組みが積み重ねられることを期待しています。 



各段階のテーマ 項 目 ページ 

【STEP1】 

・自分たちの住んでいる 

地区の洪水リスクを知る 

１．過去の洪水から学ぶ １～２ 

２．地形の特徴から学ぶ ３～６ 

３．最近の雨の降り方と傾向 ７～８ 

４．「想定最大規模の雨」で川が氾濫したら ９～１２ 

【STEP２】 

・風水害時に得られる 

情報を知る 

・タイムラインの 

考え方を知る 

５．風水害時に得られる情報と読み解き方 １３～１６ 

６．タイムラインの考え方 １７～１９ 

７．風水害時の自らの行動を想定 ２０～２４ 

【STEP３】 

・マイ・タイムラインの作成 ８．マイ・タイムラインの作成 ２５～２８ 

目次



ＳＴＥＰ１

キーワード

【出典：荒川上流 

河川事務所HP】 

※令和元年（2019

年）の記述は、さい

たま市で追記。 

過去の洪水

出典：荒川上流河川事務所ＨＰ

洪水の記録 

洪水とは、おおみず、河川の増水です。荒川はその名前のとおり「荒ぶる川」となり、過去幾度とな

く洪水による氾濫を繰り返してきました。古くは「三大実録」に、天安 2 年（858）秋、武蔵国水勞と

いう記述があり、鎌倉時代に書かれた「吾妻鏡」には、建仁元年（1201）8 月の暴風雨で、下総葛飾郡

の海溢れて 4,000 人余が漂没したことが記されています。  

また、建保 2～3年（1214～15）頃、鴨長明が編纂したとされる「発心集」には、武州入間河原の事、

として、堤の中に畑や家屋があったこと、洪水により堤が切れ、天井まで水が溢れ、やがてゆるゆると

家が押し流されていく様子が残されています。  

ほかにも、慶長元年（1596）には 100 年に 1 度といわれる大洪水があったこと、慶長 19 年（1614）

諸国出水、元和 3年（1617）入間川洪水、元禄元年（1688）荒川洪水など、文字に残された水害は数知

れません。それらはまるで「荒ぶる川」を決して侮ってはいけないことを、後世の私たちに伝えている

かのようです。 

※ 

【参考：荒川の歴史】
知る

寛保2年（1742年） 荒川、利根川が氾濫し、関東一円が浸水
安政6年（1859年） 荒川筋の各所で堤が切れ、また、市ノ川筋、入間川筋も破堤

明治43年（1910年）
明治以降荒川最大の出水。利根川の洪水と合わせて埼玉県内の平野部全域を浸水させ、東京下町
にも甚大な被害

昭和22年（1947年）

昭和49年（1974年） 当事務所管内では護岸や堤防法面の破損など40ヶ所が被災
昭和57年（1982年） 新河岸川では被害総額211億円にも及ぶ甚大な被害
平成11年（1999年） 熊谷水位観測所、治水橋水位観測所では観測開始以来、過去最高となる水位を観測
平成19年（2007年） 三峰雨量観測所にて総雨量573mmを記録。熊谷水位観測所では観測開始以来の最高水位を記録

令和元年（2019年）

さいたま市では、10月12 日の令和元年東日本台風の際に、観測史上最大となる総雨量約290 ㎜を
観測。河川水位が上昇し、氾濫のおそれが生じたことから、10月13 日３時５分「荒川流域」に避
難指示（緊急）（警戒レベル４）を発令。
また、この台風により、桜区をはじめとして多くの浸水被害が発生したことから、さいたま市で
は、災害救助法を適用

１.過去の洪水から学ぶ

1
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2

①過去に洪水を経験したことがありますか？

 □経験したことがある。記載例）・昭和△△年 台風○○号

  ・ ＿＿＿＿ 年＿＿＿＿＿＿  ・ ＿＿＿＿年＿＿＿＿＿＿  

 □経験したことがない。 

②過去に経験した洪水で、あなたは避難したことがありますか？

 □避難した

 □避難しようとしたが、できなかった

 □避難しなかった（避難しなかった理由：＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

③避難した方にお聞きします。どこに避難しましたか？

④避難場所へ到着したのはいつ頃ですか？該当するものに○をつけてみま

しょう。また、家から避難場所までどのくらいの時間がかかりました？

   朝 ・ 昼 ・ 夜 ・ 夜中    かかった時間       分

⑤避難の準備を開始してから家を出るまでどのくらいの時間がかかりまし

たか？

       時間     分 

⑥避難のきっかけは？

⑦避難に関して、過去の洪水を経験して覚えておきたいこと、学んだこと

や工夫したことがあれば、メモしておきましょう。 

過去に経験した洪水とその時のあなたの行動を振り返っておきまし

ょう。

■過去に経験した洪水を振り返っておきましょう
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2.地形の特徴から学ぶ

3

キーワード
旧河道低い土地

メモ

知る

【出典：荒川上流河川事務所HP】 

【参考：荒川流域地形分類図】

3
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【地図の種類】トップ＞標高・土地の凹凸＞自分でつくる色別標高図 

※上図面は、本市で参考に作成したものです。標高値の単位や色は自由に設定することが可能です。 

標高図 【図面1】 さいたま市●●区

出典：国土交通省国土地理院HP 地理院地図（電子国土Web） https://maps.gsi.go.jp

さいたま市役所

4

地図をご自身の地区に差し替えて、
小学校など目印となるものを確認

しておきましょう。
素材はこちらから

（色別標高図をご活用ください）
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気づく

【地図の種類】トップ＞土地の成り立ち・土地利用＞治水地形分類図 

 昔、川が流
れていた場所
（旧河道）は、
土地が低く、
水が集まりや
すいため注意
が必要です。

図面２で確認しましょう。

  もっと詳しく知りたい 

■地形（治水地形分類図） 

出典：国土交通省国土地理院HP 地理院地図（電子国土Web） https://maps.gsi.go.jp 

5
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出典：国土交通省国土地理院HP 地理院地図（電子国土Web） https://maps.gsi.go.jp

6

地図をご自身の地区に差し替えて、
小学校など目印となるものを確認し

ておきましょう。
素材はこちらから

 https://maps.gsi.go.jp
（治水地形分類図を 
ご活用ください）

さいたま市役所

治水地形分類図 【図面２】さいたま市●●区
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３.最近の雨の降り方と傾向

キーワード

 平成 28年6月19日から23日に
かけての大雨は、熊本県甲佐町で1時
間に150㎜の雨を降らせました。

出典：川の防災情報

「令和2年7月豪雨」は、7月3日から14日までの総降水量が九州を中心
に年降水量平年値の半分以上となるところがあるなど、西日本から東日本の広
範囲にわたる長期間の大雨となりました。特に顕著な大雨となった３日から８
日にかけては、線状降水帯が九州で多数発生し、総降水量に対する線状降水帯
による降水量の割合が「平成30 年７月豪雨」より大きいといった特徴が見ら
れました。 

集中豪雨

出典：気象庁資料

雨の降り方知る

 1時間降水量50㎜以上の発生
回数は年々増加しています。 

■梅雨前線による大雨（熊本）■頻発する集中豪雨

出典：「令和2年7月豪雨」の特徴と関連する大気の流れについて（速報） 気象庁

■線状降水帯による大雨

7



ＳＴＥＰ１

１時間雨量（mm）
雨の強さ

人の受けるイメージ 人への影響 車に乗っていて

10以上20未満
やや強い雨

ザーザーと降る 地面からの跳ね返りで
足元がぬれる

20以上30未満
強い雨

どしゃ降り ワイパーは速くしても
見づらい

30以上50未満
激しい雨

バケツをひっくり返し
たように降る

高速走行時、車輪と路
面の間に水膜が生じて
ブレーキが効かなくな
る

50以上80未満
非常に激しい雨

滝のように降る（ゴー
ゴーと降り続く）

80以上
猛烈な雨

息苦しくなるような圧
迫感がある。
恐怖を感じる

傘をさしていてもぬれ
る

傘は全く役に立たなく
なる

車の運転は危険

メモ   

出典：気象庁リーフレット「雨と風（雨と風の階級表）」を加工して作成

気づく

  もっと詳しく知りたい 

■雨の強さと降り方 

8
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キーワード

浸水深、浸水継続時間、家屋倒壊等氾濫想定区域は 

「防災まちづくり情報マップ」で確認しましょう。

◇あなたの住んでいる場所の浸水深は？

 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

◇あなたの住んでいる場所の浸水継続時間は？

 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

◇あなたの住んでいる場所は家屋倒壊等氾濫想定区域ですか？

 □はい    □いいえ     

浸水継続時間浸水深

家屋倒壊流速 到達時間

どこまで水が広がるか、またその
時の最大の深さを示した図です。

氾濫してきた水が引くまでに、どのく
らいの時間がかかるかを示した図です。

想定最大規模の雨が降って、堤防が決壊した場合の、氾濫水が広がる範囲や
浸水深、浸水継続時間等をシミュレーションにより想定した図です。

知る

○家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）

氾濫した水が、家などの建物を壊したりする可能性のある範囲を示した図です。
この区域では、立ち退き避難の判断が必要になります。

○浸水範囲及び浸水深

考えられる最大規模の雨のこと。 
（例） 
・荒川流域 ：７２時間の総雨量632mm 
・入間川流域：７２時間の総雨量740mm 
・利根川流域、八斗島上流域：72時間の総雨量が491mm 

■想定最大規模の雨とは？

○浸水継続時間

４.「想定最大規模の雨」で川が氾濫
したら

■洪水浸水想定区域図

9
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【参考：荒川の洪水浸水想定区域図（最大浸水深）】

◆浸水深と建物の高さの関係

住宅の1階床高、

大人の膝の高さ

住宅の2階床高

【参考：荒川の洪水浸水想定区域図（家屋倒壊等氾濫想定区域／氾濫流）】

住宅の2階天井

【参考：荒川の洪水浸水想定区域図（浸水継続時間）】

5.0m

出典：荒川上流河川事務所ＨＰ https://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/arajo_index038.html 

10

3.0m

0.5m

（浸水深、浸水継続時間、家屋倒壊等氾濫想定区域）のイメージ
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11

さいたま市地図情報 

さいたま市防災まちづくり情報マップの利用方法

浸水深等を詳細に確認したい場合は、「防災まちづくり情報マップ」を
利用しましょう。操作手順は以下のとおりです。
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  もっと詳しく知りたい 

 想定破堤点毎の氾濫シミュレーションの結果を見ることができます。

■氾濫水の到達時間（氾濫シミュレーション）

メモ

任意の
地点を
クリック

自宅の近くの堤防が決壊すると、氾濫水がただちに到達
します。自宅から離れた場所で決壊しても、氾濫水は街
の中を流れて到達する場合があります。

氾濫水シミュレーションを実際に確認してみましょう。

国土交通省）】 
https://suiboumap.gsi.go.jp/

出典：国土交通省HP 地点別浸水シミュレーション検索システム https://suiboumap.gsi.go.jp/

12



ＳＴＥＰ2

知る

５.風水害時に得られる情報と読み解き方

キーワード
川の水位

台風
発生

緊急時

台風
発生

■避難行動を判断する時に有効な情報
 風水害時に得られる情報は、雨、台風、川、避難と様々です。これらは、
時々刻々と変化します。最新の情報を集めて的確に判断しましょう。

情報の取得手段情報の種類
知る

ホームページは普段から見て、慣れておきましょう。

緊急時

水
位
上
昇

■情報を知る手段
風水害時は、テレビ、パソコン、スマートフォンなど様々な手段で情報
を収集することができます。

水 
位
上
昇

情報 情報を知る主な手段

雨（台風）に関する情報
・テレビの天気予報
・気象庁のホームページ

川に関する情報
・テレビのニュースやデータ放送
・河川事務所のホームページ、SNS
・市のホームページ、テレビ埼玉データ放送
・防災行政無線、防災行政無線メール
・「Yahoo!防災速報」アプリ、SNS
・県や交通機関のホームページ

避難に関する情報

※「令和元年台風第 19号等を踏まえた避難情報及び広域避難等のあり方について（最

終とりまとめ）」（令和２年12月 24日公表 内閣府）で示された警戒レベルを記載。 

13

情報 気をつけるポイント

雨に関する情報
・雨量・雨の降っている地域（川の上流）
・今後の見通し

台風に関する情報 ・台風の大きさ・台風の強さ・台風の進路

川に関する情報
・近くの川の水位・氾濫の発生
・上流の川の水位（今後の見通し）
・避難所の開設情報
・警戒レベル３（高齢者等避難）※
・警戒レベル４（避難指示）※
・警戒レベル５（緊急安全確保）※
・交通の状況

避難に関する情報
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 パソコン、スマートフォンなどで、上に記載のホームページにアクセスすると、

雨量観測所のリアルタイム情報やレーダ雨量(XRAIN)情報、また、水位観測所の

リアルタイム情報や河川の洪水予報・ライブ映像などを確認することができま

す。 

気象庁 https://www.jma.go.jp/jp/typh/ 

さいたま市の注意報・警報等気象情報 https://saitama-city.bosai.info/ 

気象庁 https://www.jma.go.jp/jp/highresorad/ 

さいたま市水位情報システム http://www.flood-info.city.saitama.jp/ 

埼玉県川の防災情報 http://suibo.saitama-river.info/ 

荒川上流河川事務所 https://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/arajo_index004.html 

利根川上流河川事務所 https://www.ktr.mlit.go.jp/tonejo/tonejo_index052.html 

江戸川河川事務所 https://www.ktr.mlit.go.jp/edogawa/edogawa_index007.html 

国土交通省川の防災情報 https://www.river.go.jp/ 

「さいたま市の注意
報・警報等気象情報」を
活用することで、市内に
設置した雨量計で観測
した雨量や、今後の雨雲
の動き、予測の雨量など
を確認することができ
ます。

■台風に関する情報

  もっと詳しく知りたい 

■雨や川に関する情報
 テレビの天気予報や、パソコン、スマートフォンなどで、気象庁のホームペー
ジにアクセスすれば、台風の位置や強さ、今後の台風の進路や暴風域、また、川
の水位の状況などを確認できます。

【参考：さいたま市の注意報・警報等気象情報】 

14
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※令和3年1月末時点の基準水位で整理をしています。 

河川名 水位観測所名 発表元 
水防団 

待機水位 

氾濫注意 

水位 

避難判断 

水位 

氾濫危険 

水位 

荒川 

熊谷 

治水橋 

岩淵水門（上）

国 

3.00m 

7.00m 

3.00m 

3.50m 

7.50m 

4.10m 

5.00m 

12.20m 

6.50m 

5.50m 

12.70m 

7.70m 

入間川 
菅間 

小ヶ谷 
国 

7.00m 

2.00m 

8.00m 

2.50m 

11.50m 

3.10m 

12.00m 

3.50m 

利根川 
八斗島 

栗橋 
国 

0.80m 

2.70m 

1.90m 

5.00m 

3.90m 

6.90m 

4.80m 

8.80m 

江戸川 
西関宿 

野田 
国 

4.50m 

4.60m 

6.10m 

6.30m 

7.90m 

8.40m 

8.70m 

9.00m 

鴨川 
日進上 

鴨川排水機内 
県 

6.75m 

5.00m 

7.60m 

6.10m 
― 

7.85m 

6.89m 

鴻沼川 十五条橋 県 12.00m 12.20m ― 12.40m 

新河岸川 宮戸橋 県 4.50m 6.00m 7.12m 7.48m 

芝川 青木水門 県 3.15m 3.75m 3.88m 4.63m 

綾瀬川 一の橋 県 3.60m 4.05m 4.12m 4.60m 

元荒川 三野宮 県 6.15m 6.55m ― 6.80m 

新方川 増林 県 3.25m 3.90m ― 4.02m 

【参考：本市に浸水の可能性がある河川の水位観測所の基準水位】 

水位観測所では、避難行動の参考となる様々な基準水位が
定められています。各水位観測所での水位を参考に、避難
のタイミングを検討しましょう。 

  もっと詳しく知りたい 

15

【参考：埼玉県川の防災情報】 
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気象庁 https://www.jma.go.jp/jp/warn/ 

さいたま市ホームページ https://www.city.saitama.jp/ 

埼玉県ホームページ https://www.pref.saitama.lg.jp/ 

  もっと詳しく知りたい 

■気象に関する警報・注意報

16

 さいたま市からの避難情報（警戒レベル３【高齢者等避難】、警戒レベル４

【避難指示】、警戒レベル５【緊急安全確保】※）は、防災行政無線、ホーム

ページ、緊急速報メール・エリアメール、ツイッター・フェイスブック、

「Yahoo!防災速報」などの防災アプリ、NHK、テレ玉などで発信されます。 

※本一覧表は「令和元年台風第 19号等を踏まえた避難情報及び広域避難等のあり方について（最終

とりまとめ）」（令和２年12月 24日公表 内閣府）の内容に基づき作成。 

 なお、表の左で示す運用を開始するには、災害対策基本法の改正が必要になります。法改正が成立

していない令和３年１月末時点では、現行の右の基準で運用をします。 

■避難に関する情報

【参考：新たな警戒レベルの一覧表※】 

気象庁ホームページにアクセスすると、警報・注意報の発表状況や、注意

警戒すべき期間、ピーク時間、雨量の予想などを確認できます。 

「大雨特別警報」は台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大

雨が予想される場合などに発表します。「大雨特別警報」が発表されたら、た

だちに避難に関する情報を確認の上、適切な行動をとってください。

警戒
レベル

状況 行動を促す行動 参考（現行）

災害発生情報
(災害を確認したときに発令)

4
災害の

おそれ高い
危険な場所から
全員避難

避難指示
・避難指示(緊急)
・避難勧告

3
災害の

おそれあり
危険な場所から
高齢者等は避難

高齢者等避難
・避難準備・高齢
者等避難開始

2 気象状況悪化 自らの避難行動を確認
大雨・洪水・高潮注意報

（気象庁）
大雨・洪水・高潮注意報

（気象庁）

1 今後気象状況悪化
のおそれ

災害への心構えを高める
早期注意情報
（気象庁）

早期注意情報
（気象庁）

災害発生
又は切迫

命の危険
直ちに安全確保！

緊急安全確保

警戒レベル４までに必ず避難！

5
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■タイムラインとは

防災行動の「何時」「何を」「誰が」が明確になります。
 〇次何をするか 〇今何をすべきか 〇誰の動きにつながるか

3日前

半日前

5時間前

3時間前

氾濫 
発生

キーワード

避難場所は
ここだね

足下気をつけて

タイムライン

テレビの天気予報を注意。

1週間分の薬を病院に

受け取りにいく。

ハザードマップで指定緊急 

避難場所、避難手段を確認 

川の水位をインター

ネットで確認

通行止め情報がないか

インターネットで確認

テレビで洪水予報の確認

市内の指定緊急避難場所 

への避難開始を判断 

市内の指定緊急避難場所 

への避難を完了 

行動の例

川の水位

※写真はイメージです

平常時と災害時

6.タイムラインの考え方

知る

17
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17

18

■平常時の役割
 〇現状が明確になり、課題を抽出できます
 〇地域をつなぐコミュニケーションツールになります

■災害時の役割
 〇災害時の防災行動のチェックリストになり、対応の漏れを防止できます

準備は
大切だよね

そうだね

私の家では
非常食を
買ったよ

うんうん

あれももって
いかなきゃ

コミュニケーションの
輪が広がる

・検討会での意見交換など
で、知り合いになれる
・ご近所とのつながりが
 強く、太くなる

リスクを認識できる
・自分の家が浸水して
 しまう
・避難場所まで遠い など

！ 逃げるタイミング
がわかる

・いつ逃げる？
・誰と逃げる？
・危険な場所をさけて
 逃げるには？

！ ！

行動をチェック
・避難に必要なものを確認できる
・安全な避難経路を確認できる

！
判断をサポート
・落ち着いて冷静な行動
 がとれる

！

おちついて

実践や訓練で検証し、継続的に見直すことでタイムラインが進化します。
継続的にタイムラインを見直していくことにより、防災力が向上します。

気づく
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  もっと詳しく知りたい 

 マイ・タイムラインを作成すると、自分と家族がとるべき防災行動の「何時」
が明確になりますが、次の点に注意しておく必要があります。

注意１：台風の進み方、雨の降り方、川の水位の上がり方は風水害毎に異な
ります。マイ・タイムラインで想定したとおりに進行するわけではあ
りません。

注意２：同様に、氾濫した際の浸水深や浸水継続時間も洪水毎に異なります。
マイ・タイムラインの検討に当たって想定したとおりに氾濫するわけ
ではありません。

注意３：気象警報、洪水予報、避難情報等は実際の気象や河川の状況に応じ
て発表・発令されるため、マイ・タイムライン上の時間と一致しない
ことがあります。

注意４：マイ・タイムライン上の時間は、時計のように進むわけではありま
せん。例えば、タイムライン上で氾濫発生の３時間前となっていても、
水防活動等によって進行を遅らせることができ、結果として３時間経
っても氾濫に至らない場合も想定されます。

そのため、実際の風水害時においてマイ・タイムラインを使用する際には、
次の心得を踏まえて行動してください。

心得１：マイ・タイムラインで定めた「何時」は、あくまで行動の目安とし
て認識する。

心得２：風水害時はテレビやパソコンなどで、台風の進路、降雨の状況、河
川の水位、気象警報や避難情報等をこまめに収集・確認する。

心得３：収集・確認した情報をもとに、マイ・タイムラインを参考にして、
臨機応変に防災行動の実行を判断する。

19

■タイムライン使用時の心得
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キーワード ハザードマップ

■避難の方法

避難の方法

避難のタイミング

7.風水害時の自らの行動を想定

・ペットの有無 ： □有（ ）
・親戚など避難を受け入れてくれる場所の有無： □有（ ）

避難行動を想定する前に、家族のことを整理しましょう。

・移動手段の有無 ： □有（                        ）

一言で避難と言っても、いろいろな方法があります。留意点を理解し、
いざと言うときにベストな方法を判断できるようにしましょう。

20

名前 年齢 必需品 昼の居場所 備考
例）さいたま花子 血圧を下げる薬 デイサービス 足をけがしている

知る

避難の方法 概要 留意点

自宅に残る
（屋内安全確保）

自宅などその場にと
どまり、安全を確保
すること

・自宅が平屋の場合は、浸水深が５０cm（床上浸水）を越え
 ないこと
・自宅が家屋倒壊等氾濫想定区域内ではないこと

 ておくこと

市内の指定緊急避難
場所への移動

洪水時に使用できる
市が指定する近傍の
避難場所へ移動し、
安全を確保すること

・洪水時に使用が可能な指定緊急避難場所であること
・指定緊急避難場所が家屋倒壊等氾濫想定区域内でないこと

 くこと
（事前に洪水ハザードマップで指定緊急避難場所を確認）

親戚や知人宅、市内
の高台など浸水想定
区域外へ移動

浸水想定区域外へ移
動し、安全を確保す
ること

隣接市町へ移動
（広域避難）

隣接市の浸水想定区
域外などへ移動し、
安全を確保すること

・避難経路の浸水深を確認すること
・移動手段と移送経路を確認し、適切な行動をとること
・食料、水、常備薬等の必需品を準備しておくこと
（高台へ移動する前に通行止め状況や渋滞状況を確認）
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キーワード

  もっと詳しく知りたい 

避難場所

■隣接市町村の洪水ハザードマップ 

近くに、適切な避難場所が無い場合は、 
隣接する市町村の避難場所も確認してみましょう。

21

出典：さいたま市ＨＰ
https://www.city.saitama.jp/001/011/015/002/003/p008311.html

■我が街の洪水ハザードマップ

洪水ハザードマップを見ると、地区毎の指定緊急避難場所を確認で
きます。

隣接市町村のハザードマップ
知る
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画像出典：水害ハザードマップ作成の手引き

もっと詳しく知りたい

■風水害時の避難の危険性 

【実験データ】
 浸水深が0.5m（大人の膝）
程 度 で は 、 氾 濫 流 速 が
0.7m/s 程度でも避難は困難
となります。

出典：水害ハザードマップ作成の手引き

【洪水氾濫時の移動困難事例】
令和元年東日本台風による大雨で
は死亡が確認された方の約３割が
移動中の車内で亡くなられたとの
報道がありました。 
 浸水深が30cmを越えると車の
走行が困難となり、50cmを越える
と車内に閉じ込められるおそれが
あります。

イラスト出典：常総市ハザードマップ避難時の心得 

■避難場所への移動手段
風水害時の移動手段の原則は、徒歩

移動手段
参考速度 短所

徒歩
成人：４km/h
高齢者：３km/h

・車が入れない場所でも移
 動できる
・緊急時の対処が他の手段
 に比べ対応しやすい

・避難場所まで遠い場合や
 雨の中を歩くのは、高齢
 者や子どもが大変

自家用車
４０km/h

・高齢者や子どもを連れて
 移動する場合に有効
・徒歩に比べて、移動速度
 が速い
・雨にぬれずに避難可能

・水に浸かり動けなくなる
・渋滞にはまるおそれがある
・避難場所には駐車できない
・緊急車両の妨げになるおそれがある

公共交通機関
電車：８０km/h
バス：４０km/h

・一度に多くの人を輸送で
 きる

・決まった運行場所・通行時間のため、各自
 の避難したいタイミングなどと折り合わな
 いおそれがある
・避難場所に直接直接たどり着けない

22
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23 

もっと詳しく知りたい

メモ

https://www.ktr.mlit.go.jp/river/bousai/river_bousai00000101.html

■風水害時の避難の危険性 

【氾濫水は濁っている】
 氾濫水は、茶色く濁っており、水
路と道路の境や、ふたが開いている
マンホールの穴は、見えません。
 やむを得ず水の中を移動するとき
は、棒で足下を確認しながら移動し
ましょう。

【平成27年 9月関東・東北豪雨時の氾濫流の流速】
  鬼怒川決壊地点近傍では、非常
に速い流速が発生していました。

出典：水害ハザードマップ作成の手引き

提供：鬼怒川堤防調査委員会 

  （近隣住民の方から提供） 
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24

気づく

■避難の方法

避難の方法 場所又は住所 手段
①

避難を完了
したい時刻

②
移動に要す
る時間

（Ａ）
要する準備

（例１）
指定緊急避難

場所
○○小学校 徒歩 ３時間前 ３０分

持ち出し品

・
・

（例２）
近くの親戚

△△市 自家用車 ４時間前 ６０分

祖父の薬

・
・

自宅

指定緊急避難
場所

市内の高台

近くの親戚

その他
（職場など）

避難の方法と必要となる準備を記入してみましょう。 
早めの避難の完了を目指しましょう。
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○テレビの天気予報を注意

○家族全員の今後の予定を 
確認

○防災グッズの準備
（不足があれば買い出しへ） 

○１週間分の薬を病院に受け 
取りに行く 

○家の周りに風でとばされ 
ないようなものはないか 
確認

○テレビ、インターネット、 
携帯メール等で雨や川の 
様子に注意

○家族全員の今後の予定を 
再確認

○ハザードマップで指定緊 
急避難場所、避難手段を 
確認

○台風予報

○台風に関す
 る県の気象
 情報

○大雨注意報
 洪水注意報

○大雨警報
 洪水警報

○洪水予報発表
氾濫注意情報

知る

雨
風
が
強
く
な
る
前
に
行
う
べ
き
事
項
を
す
ま
せ
て
お
く
時
期

遠出をする予定がある場合
は、今後の気象情報に注意
しましょう。 
場合によっては、予定のキ
ャンセルも視野にいれて行
動しましょう。

事前に準備しておきましょ
う。

風でとばされそうな植木
鉢、自転車等は片づけまし
ょう。 
また、ベランダの小物や洗
濯竿などは取り込んでおき
ましょう。

8.マイタイムラインの作成

■マイ・タイムライン作成のポイント 

 以下のポイントに留意して、あなたのマイ・タイムラインを

作成しましよう。

キーワード
時間軸 家族との連絡

要する準備

メモ

25

避難方法

行政情報 作成のポイント住民等（例）
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○隣接市の親戚の家に家族みん
なで避難することを電話 

○携帯電話の充電

○川の水位をインターネットで 
確認 

○通行止め情報がないかインタ 
ーネットで確認 

○隣接市への避難の開始を判断 

○移動に時間のかかる人は、 
市内の指定緊急避場場所へ 
の避難開始を判断

○携帯メール等で警戒レベル３
【高齢者等避難】避難情報の
受信 

○隣接市への避難を完了

○市内の高台への避難の開始を 
判断

○市内の指定緊急避難場所への
避難を判断

○要配慮者施設に
洪水予報(氾濫注
意情報)を伝達

○避難所開設

○洪水予報発表
氾濫警戒情報

○警戒レベル３
【高齢者等避難】
発令

○暴風警報

水
位
等
の
状
況
を
把
握
し
つ
つ

避
難
に
要
す
る
時
間
に
応
じ
て
避
難
行
動
を
開
始
す
る
時
期

26

移動中に情報を収集でき
るように、携帯電話等の充
電をしておきましょう。

25

避難する場所が遠い場合
は、早めに避難行動を開始
することも考えましょう。

移動中も市からの情報を
常に収集しましょう。
防災行政無線やメールなど
でも情報は提供されていま
す。

作成のポイント行政情報 住民等（例）

避難を開始する前に、交通情
報や渋滞情報、地域の浸水情
報などを収集しましょう。

メモ
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作成のポイント

○洪水予報発表
氾濫危険情報

○警戒レベル４
【避難指示】 
発令

○大雨特別警報

○警戒レベル５
【緊急安全確保】
発令

○緊急速報メール
 河川氾濫の
 おそれ

行政情報

○川の水位をインターネットで 
確認 

○携帯メール等で警戒レベル４
【避難指示】避難情報を受信 

○市内の高台への避難を完了

○市内の指定緊急避難場所への
避難を完了

○携帯メール等で警戒レベル５
【緊急安全確保】避難情報を
受信 

○自宅内の浸水が想定されない
場所で身の安全を確保 

住民等（例）

メモ

避難が完了しても、情報は
収集しておきましょう。

必要なものを確認しまし
ょう。
また、最初に戻って作成し
たマイ・タイムラインを確
認しましょう。

身
の
安
全
を
確
保
す
べ
き
時
期
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